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広報　常陸大宮　　　　平成２４年１月号２
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広報　常陸大宮　　　　平成２４年１月号４

　

市
の
財
政
情
報
を
分
か
り
や
す
く
開
示
す
る
た
め
、
民
間
企
業
会
計
の
考
え
方
と
会
計
実
務

を
取
り
入
れ
、
平
成　

年
度
決
算
に
係
る
財
務
書
類
４
表
を
作
成
し
ま
し
た
。

２２

　

市
で
行
っ
て
い
る
事
業
は
、
普
通
会
計
以
外
に
も
上
水
道
事
業
や
下
水
道
事
業
、
国
民
健
康

保
険
事
業
な
ど
の
公
営
事
業
会
計
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
ご
み
の
処
理
な
ど
、
市
民
の
皆
さ
ん

と
密
接
な
関
わ
り
を
も
つ
事
業
を
、
一
部
事
務
組
合
や
市
が
出
資
し
て
い
る
公
益
法
人
な
ど
を

通
じ
て
も
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
財
務
書
類
は
普
通
会
計
だ
け
で
な
く
公
営
事
業
会
計

や
公
益
法
人
等
ま
で
を
対
象
と
し
た
市
全
体
の
連
結
財
務
書
類
も
作
成
し
て
い
ま
す
。
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市民一人当たり市全体連結普通会計区　　分

２０５万円９４７億８，７３６万円６８８億５，０４９万円期首純資産残高

▲５３万円▲２４３億９，８７９万円▲１８９億３０８万円純経常行政コスト

５４万円２５２億２，９７２万円１９６億７，２９９万円財源調達

１１万円４９億９，３２３万円４９億９，３２３万円地方税

１９万円８９億５，３６４万円８９億５，３６４万円地方交付税

３万円１６億６，１５５万円１６億２，６２８万円その他一般財源

２１万円９７億６，４１６万円４０億４，５９１万円補助金等受け入れ

▲０．３万円▲１億４，２８６万円５，３９３万円その他

２０６万円９５６億１，８２９万円６９６億２，０４０万円期末純資産残高

　市全体連結では、純行政コストよりも国・県補助金の受け入れが多かったこと
などにより、純資産は８億３，０９３万円増加しました。
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市民一人当たり市全体連結普通会計区　　分

７５万円３４６億３，４３３万円１９３億７，６６２万円経常費用（ａ）

１２万円５３億４，１９６万円４４億８，２２２万円１．人にかかるコスト

１０万円４５億６，８４５万円３７億９，８４９万円（１）人件費

２万円７億７，３５１万円６億８，３７３万円（２）退職手当等引当金繰入

２１万円９７億４，００９万円６７億６，２７５万円２．物にかかるコスト

９万円４２億４６６万円２７億８，０３９万円（１）物件費

０．７万円３億１，５７０万円１億４，１８７万円（２）維持補修費

１１万円５２億１，９７３万円３８億４，０４９万円（３）減価償却費

３９万円１８０億８，５８３万円７７億３，３７０万円３．移転支出的なコスト

３３万円１５２億３，２６３万円２９億９，９９５万円（１）社会保障給付費

５万円２５億４，８００万円１６億４，７９４万円（２）補助金等

０．７万円３億５２０万円３０億８，５８１万円（３）他会計への支出

３万円１４億６，６４５万円３億９，７９５万円４．その他のコスト

１万円６億７，４７２万円４億１，９２４万円（１）公債費（支払利息）

２万円７億９，１７３万円▲２，１２９万円（２）その他の行政コスト

２２万円１０２億３，５５４万円４億７，３５４万円経常収益（ｂ）

０．７万円３億３，５９７万円２億８，０３５万円（１）使用料・手数料

１２万円５４億２，３６２万円１億９，３１９万円（２）分担金・負担金等

４万円１７億９，５７２万円―（３）保険料

６万円２５億８，１４６万円―（４）営業収益

０．２万円９，８７７万円―（５）その他の収入

２９．６２．４負担比率（ｂ）／（ａ）％

５３万円２４３億９，８７９万円１８９億３０８万円純経常行政コスト（ａ）－（ｂ）

　市全体連結の経常費用は、３４６億３，４３３万円で、その半分は社会保障給付費や補
助金等の移転支出的なものが占めています。
　純経常行政コストの２４３億９，８７９万円は、社会保障給付費などの経常費用から手
数料などの経常収益を差し引いた差額であり、この差額は税金や補助金などで賄
われています。

会計・法人名等区　分

一般会計
公営墓地特別会計
温泉事業特別会計

普 通 会 計

上水道事業会計
公共下水道事業特別会計
農業集落排水事業特別会計
戸別浄化槽整備事業特別会計
簡易水道事業特別会計
宅地造成事業特別会計

公営企業
会 計公

営
事
業
会
計 国民健康保険特別会計

（事業勘定、施設勘定）
介護保険特別会計
後期高齢者医療特別会計

そ の 他

茨城県市町村総合事務組合
茨城租税債権管理機構
茨城県後期高齢者医療広域連合
大宮地方環境整備組合
城北地方広域事務組合
茨城北農業共済事務組合

一部事務組合・
広 域 連 合

（財）常陸大宮市農業公社
（財）常陸大宮市勤労者等福祉事業団
（財）山方ふるさと振興公社
（財）ごぜんやま振興公社
常陸大宮市街づくり（株）
おがわ地域振興（株）
（株）ふるさと活性化センターみわ
（財）常陸大宮市体育協会

第三セクター等

常陸大宮市の連結範囲
� �����������������������������

�
��
�
�
�
�
�
�
�
	


�
	
�


�

��

��
����
��
��
��
��
��
��
��
		



��
		
��



��

����



広報　常陸大宮　　　　平成２４年１月号５
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　市全体連結ベースでは１，４２０億６，６５８万円の資産を有していて、そのうち学校や道路などの公共資産（非金融資産）は９１．６％を占
めています。
　公共資産のうち、将来世代の負担義務のない純資産の比率（公共資産の形成において、これまでの世代が負担した比率で、企業
の自己資本比率に相当するもの）（Ｂ）／（Ａ）は、普通会計ベースが７５．３％、市全体連結ベースでは７３．５％で、標準的な数値（５０
～９０％の間）となっています。平成２１年度と比較すると、普通会計ベースでは２．１％、市全体連結ベースでは１．６％増加しているの
で、将来世代の負担が少し軽減されたことになります。

財　　　　　産
市民一人
当たり市全体連結普通会計区　　分

資産の部
　（年度末の市の資産）

２８１万円１，３０１億２，３２１万円９２４億９，８７１万円１．公共資産　（Ａ）

１６６万円７６８億１，４４０万円４６２億４，６２７万円
（１）事業用資産庁

舎，学校，文化
センター等

１０７万円４９３億５，９５９万円４２３億３２２万円
（２）インフラ資産

道路，上下水道
等

８万円３９億４，９２２万円３９億４，９２２万円（３）売却可能資産
１２万円５４億６，７３５万円５７億２，３７８万円２．投資等
０．６万円２億７，４４１万円１５億２，９０３万円（１）投資及び出資金
２万円８億９０９万円８億９０９万円（２）貸付金
９万円４３億８，３８５万円３３億８，５６６万円（３）基金等
１４万円６４億７，６０２万円４０億９，９２３万円３．流動資産
１３万円６０億５，２８４万円１１億７４８万円（１）資金
１万円４億２，３１８万円２９億９，１７５万円（２）未収金等
３０７万円１，４２０億６，６５８万円１，０２３億２，１７２万円資産合計

財　　源
市民一人
当たり市全体連結普通会計区　　分

負債の部
　（資産の財源のうち今後返済しなければならない金額＝将来世代の負担分）

９１万円４２１億３，１７６万円２９５億７２２万円１．固定負債

７６万円３５１億４，０４１万円２３３億８，３３５万円
（１）地方債（翌々

年度以降返済
額）

１５万円６９億１，８６０万円６１億２，１３９万円（２）退職手当等引
当金

０．２万円７，２７５万円２４８万円（３）その他
９万円４３億１，６５３万円３１億９，４１０万円２．流動負債

８万円３６億８，４８５万円２９億５，５６５万円（１）翌年度償還
　 予定地方債

１万円６億３，１６８万円２億３，８４５万円（２）その他
１００万円４６４億４，８２９万円３２７億１３２万円負債合計

純資産の部
　（資産の財源のうち負債を除いた金額＝現在までの世代の負担分）

２０６万円９５６億１，８２９万円６９６億２，０４０万円純資産合計　（Ｂ）
３０７万円１，４２０億６，６５８万円１，０２３億２，１７２万円負債・純資産合計

２２４億３，４６７万円収入総額 ���

２１９億３，２０９万円支出総額 ���

２２億５，８２４万円地方債発行額 ���

３３億８，５４４万円地方債元利償還額 ���

２億４，６８７万円財政調整基金等増減 ���
１８億７，６６５万円�������������	���
�

普通会計基礎的財政収支（プライマリーバランス）
� ������������������������������������������������������������������

（普通会計の歳入総額から年度内の借金（地方債など）を除いた歳入と、歳出総
額から借金の元利払いなどを除いた歳出の差のことで、赤字であれば借金が増加
していて将来の負担は増加したことになります）

　平成２２年度は、１８億７，６６５万円の黒字となったので、その黒字分だけ将来負担が
軽減されたことになります。

�������	
���
�
�����
�
����
��������	
���
�����������	������������ �!��"#�$%&�
��������	
�

市民一人当たり市全体連結普通会計区　　分

１４万円６３億６４７万円５７億１，５９１万円
１．経常的収支
　　支出：人件費等
　　収入：税収、国・県補助金

▲３万円▲１２億４，９７５万円▲１０億６，５４３万円
２．公共資産整備収支
　　支出：公共資産整備経費
　　収入：国・県補助金等

▲９万円▲４０億４，０１０万円▲４１億４，７９０万円
３．投資・財務的収支
　　支出：投資，地方債償還額
　　収入：基金取崩，その他

２万円１０億１，６６２万円５億２５８万円当期収支
１１万円５０億１，６７７万円６億２４３万円期首資金残高
０．０万円１，９４５万円２４７万円経費負担割合変更に伴う差額等
１３万円６０億５，２８４万円１１億７４８万円期末資金残高

　期末資金残高は、期首（前期末）資金残高
から当期の収支を差し引いた平成２２年度末の
資金残高で、市全体連結では６０億５，２８４万円
となっています。
　なお、市全体連結の「経費負担割合変更に
伴う差額」とは、一部事務組合・広域連合の
連結は負担割合で行っていますが、この負担
割合が変更（負担金の増減等）になったこと
により発生したものです。

※いずれの表も金額は四捨五入のため、合計が合わないことがあります。市民一人当たりの金額は、平成２３年３月３１日の住民基本台帳人口（４６，３３４人）
を用いて算出しています。また、数値が±１万円未満のみ小数点第１位まで表示しています。詳細は、ホームページをご覧ください。
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広報　常陸大宮　　　　平成２４年１月号６

　

平
成　

年
第
３
回
常
陸
大
宮
市
議
会
臨

２３

時
会
が
、　

月　

日
に
開
会
さ
れ
、
次
の

１１

２９

議
案
が
審
議
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
可
決
、
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

条

例

　

条　
　
　

例 

○
常
陸
大
宮
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

専
決
処
分
の
承
認

　

専
決
処
分
の
承
認 

○
平
成　

年
度
常
陸
大
宮
市
一
般
会
計
補

２３

正
予
算

　

平
成　

年
第
４
回
常
陸
大
宮
市
議
会
定

２３

例
会
が
、　

月
５
日
か
ら　

日
ま
で
開
会

１２

２１

さ
れ
、
次
の
議
案
が
審
議
さ
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
可
決
、
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

条

例

　

条　
　
　

例 

○
常
陸
大
宮
市�
井 
勝 

し
ょ
う 
利 
森
を
活
か
し
緑

り

を
育
む
基
金
条
例

○
常
陸
大
宮
市
災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

○
常
陸
大
宮
市
立
学
校
設
置
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

○
常
陸
大
宮
市
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

平
成

　

平
成　

年
度
補
正
予
算

年
度
補
正
予
算 

２３２３

○
常
陸
大
宮
市
一
般
会
計
・
特
別
会
計（
７

会
計
）
補
正
予
算

市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市

議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議

会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会

臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨

時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時

会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会

市 
議 
会 
臨 
時 
会

市
議
会
臨
時
会

市 
議 
会 
臨 
時 
会

市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市

議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議

会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会

定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定

例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例

会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会

市 
議 
会 
定 
例 
会

市
議
会
定
例
会

市 
議 
会 
定 
例 
会

人

事

　

人　
　
　

事 

 

（
敬
称
略
）

○
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

　
　
　
　

上
久
保
洋
一
（
盛
金
）

○
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
き
意
見
を

求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　
　
　
　

本
橋
利
栄
子
（
小
舟
）

　
　
　
　

野
澤　

知
行
（
辰
ノ
口
）

○
常
陸
大
宮
市
政
治
倫
理
審
査
会
委
員
の

委
嘱
に
つ
い
て

　
　
　
　
 
帯  
刀 　
　

た
て 
わ
き

 
治 
（
水
戸
市
）

い
さ
お

　
　
　
　

後
藤　

直
樹
（
常
陸
太
田
市
）

　
　
　
　

岡�
　

怜
子
（
上
小
瀬
）

　
　
　
　
 
高  
槌 　

和
哉
（
上
町
）

た
か 
つ
ち

　
　
　
　

大
森　

國
雄
（
上
大
賀
）

　
　
　
　

篠
内　

広
幸
（
東
富
町
）

そ

の

他

　

そ　

の　

他 

○
指
定
管
理
者
の
指
定
期
間
の
変
更
に
つ

い
て
（
２
件
）

○
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　
（
２
件
）

　
　

月　

日
を
も
っ
て
任
期
満
了
に
な
っ

１２

２４

た
教
育
長
の
上
久
保
洋
一
氏
は
、
教
育
委

員
と
し
て
市
議
会
の
同
意
を
得
た
あ
と
、

市
教
育
委
員
会

で
教
育
長
に
任

命
さ
れ
ま
し

た
。
任
期
は
４

年
で
す
。

　
　

月　

日
、
本
市
（
高
部
）
出
身
で
、

１１

２８

栃
木
県
小
山
市
に
本
社
の
あ
る
建
築
資
材

メ
ー
カ
ー
の
ハ
イ
ビ
ッ
ク
株
式
会
社
会
長

の�
井
勝
利
氏
か
ら
、
郷
土
で
あ
る
常
陸

大
宮
市
の
林
業
振
興
と
人
材
育
成
に
い
か

し
て
ほ
し
い
と
、
個
人
と
し
て
１
億
円
の

寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
今
年
度
こ
の
寄
付
金
を
原
資

と
し
た
「�
井
勝
利
森
を
活
か
し
緑
を
育

む
基
金
」
を
設
置
。　

年
度
か
ら
５
年
間

２４

か
け
て
市
の
各
種
林
業
施
策
や
子
ど
も
た

ち
の
森
林
学
習
と
い
っ
た
人
材
育
成
事
業

に
活
用
し
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
常
陸
大
宮
へ
１
億
円

上
久
保
洋
一
氏
を
教
育
長
に
再
任



広報　常陸大宮　　　　平成２４年１月号７

　
　

月　

日
、
山
方
清
流
公
園
で
、
第　

１１

２０

１４

回
や
ま
が
た
宿
芋
煮
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
用
意
さ
れ
た
の
は
、
地
場
産
の

里
芋
や
奥
久
慈
シ
ャ
モ
肉
を
使
っ
て
作
ら

れ
た
５
千
食
の
芋
煮
。
一
時
雨
模
様
の
天

気
に
な
り
ま
し
た
が
、
多
く
の
方
々
が
訪

れ
、
山
方
芋
煮
の
味
を
お
い
し
く
堪
能
し

ま
し
た
。
ま
た
、
あ
ゆ
の
塩
焼
き
や
特
産

品
な
ど
も
販
売
さ
れ
、
楽
し
い
一
日
を
過

ご
し
て
い
ま
し
た
。

芋
煮
で
あ
っ
た
か

　

地
元
の
そ
ば
打
ち
愛
好
会
の
方
に
よ
る

そ
ば
打
ち
の
実
演
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
飛
び

入
り
参
加
の
一
般
の
方
と
一
緒
に
そ
ば
打

ち
を
し
た
り
、
見
学
者
か
ら
の
質
問
に
応

じ
た
り
す
る
な
ど
、
和
や
か
な
雰
囲
気
で

そ
ば
打
ち
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
　

月
４
日
、
第
６
回
常
陸
大
宮
市
か
が

１２
や
き
ま
つ
り
が
、
市
総
合
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
か
が
や
き
）
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
保
健
衛
生
事
業
の
向
上
に

寄
与
さ
れ
た
個
人
３
人
と
４
団
体
へ
市
長

表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
屋
内
外
で
は
健
康
相
談
や
バ

ザ
ー
等
、
ふ
れ
あ
い
ス
テ
ー
ジ
で
は
太
鼓

や
介
護
予
防
寸
劇
等
が
催
さ
れ
、
来
場
者

を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

第
６
回
か
が
や
き
ま
つ
り

　
　

月　

日
、
み
わ
★
ふ
る
さ
と
館
北
斗

１１

２３

星
（
道
の
駅
み
わ
）
で
、
北
斗
星
新
そ
ば

ま
つ
り
が
催
さ
れ
ま
し
た
。

北
斗
星
で
新
そ
ば
ま
つ
り
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広報　常陸大宮　　　　平成２４年１月号８

敬称略〈奨学基金へ〉

　
�������	
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� ������	
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　私は、茨城大学の学生として、現
在、常陸大宮市と大学の連携協定に
基づいて、市内でまちづくりに関わ
る活動・研究に携わっています。そ
の一環として、昨年９月上旬に盛金
ＷＡＣの活動に参加しました。具体
的には、ＷＡＣの活動拠点である旧
盛金小学校の一教室を改修し、カフェとして再生させ
るための活動で、ベンチ作りなどのお手伝いやカフェ
のテーマについての意見交換にも参加しました。
　私は大学で、これからのまちづくりの拠点としてふ
さわしい空間が「里山などの自然や学校」であるとい
う全国アンケート調査の結果を報告しました。まさに
「里山のなかの学校のカフェ」のオープンに携わること
ができたわけで、色々な人々が交流する場になってく
れればと思います。

　
　

月
７
日
、
市
役
所
会
議
室
で
、
市
内

１２
に
店
舗
を
有
す
る
事
業
所
等
５
社
と
の

「
災
害
時
に
お
け
る
救
援
物
資
の
提
供
に

関
す
る
協
定
書
合
同
調
印
式
」
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

協
定
締
結
は
、
地
震
等
に
よ
る
大
規
模

災
害
が
発
生
し
た
時
、
被
災
者
に
食
料
や

生
活
必
需
品
、
燃
料
な
ど
の
生
活
物
資
を

迅
速
に
供
給
す
る
た
め
に
行
わ
れ
た
も
の

で
、
合
同
調
印
式
で
は
、
三
次
市
長
は
じ

め
各
事
業
所
等
の
代
表
者
が
協
定
書
に
署

名
、
捺
印
し
、
災
害
時
に
お
け
る
協
力
体

制
を
確
認
し
合
い
ま
し
た
。

災
害
に
備
え
て

　
　

月　

日
、
国
際
協
力
機
構
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ

１２

１３

Ａ
）
の
青
年
海
外
協
力
隊
員
と
し
て
、
コ

ス
タ
リ
カ
共
和
国
に
派
遣
さ
れ
る
緒
川
地

域
上
小
瀬
在
住
の
石
塚
幹
子
さ
ん（　

歳
）

２３

が
、
市
長
室
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

石
塚
さ
ん
は
平
成　

年
３
月
に
筑
波
大

２３

学
生
物
資
源
学
類
を
卒
業
。
日
本
の
み
な

ら
ず
、
世
界
の
農
業
や
環
境
そ
し
て
食
料

な
ど
に
つ
い
て
、
他
国
の
人
々
と
深
く
か
か

わ
り
な
が
ら
考
え
て
行
き
た
い
と
、青
年
海

外
協
力
隊
に
応
募
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

　

赴
任
期
間
は
２
年
間
の
予
定
で
、
野
菜

栽
培
隊
員
と
し
て
、
貧
困
家
庭
を
対
象
と

コ
ス
タ
リ
カ
で
の
活
躍
に
期
待
！

協
定
を
締
結
し
た
事
業
所
等

 

（
写
真
右
か
ら
・
敬
称
略
）

○
茨
城
県
石
油
業
商
業
組
合
・
茨
城
県

　

石
油
業
協
同
組
合
大
宮
支
部

　
　
（
支
部
長　

倉
持　

光
弘
）

○
有
限
会
社
寿
商
事
コ
コ
ス
ト
ア
御
前
山

野
口
店

　
　
（
代
表
取
締
役　

淀
川　

茂
樹
）

○
株
式
会
社
ス
ー
パ
ー
ヒ
ロ
セ
ヤ

　
　
（
代
表
取
締
役
社
長　

仲
田　
　

肇
）

○
三
次
市
長

○
株
式
会
社
か
わ
ね
や
大
宮
店

　
　
（
店
長　

西
野　

伸
一
）

○
寺
島
薬
局
株
式
会
社

　
　
（
代
表
取
締
役
社
長　

水
野　

秀
晴
）

大宮地区民生委員児童委員協議会
30,000円

し
た
農
業
・
家
畜
（
鶏
・
豚
）
の
混
合
菜

園
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
を
行
い
ま
す
。

　

平
成　

年
１
月　

日
、
石
塚
さ
ん
は
、

２４

１０

「
食
べ
る
こ
と
は
生
き
る
こ
と
、笑
顔
に
な

る
こ
と
」
の
思
い
を
胸
に
コ
ス
タ
リ
カ
に

向
け
日
本
を
た
ち
ま
し
た
。
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▲測定器は２種類あります
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　�
い
ず
み�
頭
部
の
型
取
り
に
引
き
続

き
、
胴
部
の
型
取
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

土
器
の
表
面
に
厚
さ
わ
ず
か
５
ミ
ク
ロ

ン
（
５
／
１
０
０
０ 
㎜
）
の 
錫  
箔 
を
密
着
さ

す
ず 
は
く

せ
て
表
面
を
保
護
し
、
型
と
な
る
シ
リ
コ
ン

を
塗
っ
て
（
写
真
１
）、
補
強
の
た
め
の
石
膏

の
外
型
を
つ
け
る
の
は
頭
部
と
同
じ
で
す
。

し
か
し
、日
本
で
最
も
大
き
い
人
面
付
土
器

の
胴
部
の
こ
と
、外

型
に
は
約　
 
㎏
も

１７

の
石
膏
を
必
要
と

し
た
そ
う
で
す
。

　

写
真
２
は
、
胴

部
か
ら
型
を
は
ず

し
た
と
こ
ろ
。
錫

箔
は
き
れ
い
に
型

の
方
に
密
着
し
て

い
ま
す
。
こ
の
箔

を
取
り
除
く
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
を

行
っ
て
、
や
っ
と

型
の
完
成
で
す
。

　

い
よ
い
よ
、
で
き
あ
が
っ
た
型
に
樹
脂

を
注
入
！
と
思
い
き
や
、�
流
し
込
む�
の

で
は
な
く
、
筆
で
塗
っ
て
行
き
ま
す
。
胴

部
の
内
面
は
型
取
り
で
き
な
い
の
で
、
厚

さ
が
５ 
㎜ 
程
に
な
る
よ
う
均
一
に
塗
り
ま

す
。
使
用
す
る
の
は
安
定
性
に
優
れ
た
エ

ポ
キ
シ
樹
脂
で
す
が
、
硬
化
速
度
が
大
変

遅
く
、　

℃ 
前
後
の
室
温
だ
と　

時
間
程

２０

３６

度
は
か
か
る
そ
う
で
す
。

　

さ
あ
、
次
回
は
型
の
中
か
ら
レ
プ
リ
カ

の�
い
ず
み�
が
登
場
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
作
業
も
、
神
経
を
使
う
細

か
い
仕
事
の
連
続
で
し
た
が
、
こ
れ
か
ら

は
レ
プ
リ
カ
作
成
の
も
う
一
つ
の
山
場
、

型
で
は
取
れ
な
か
っ
た
微
細
な
模
様
や
傷

を
彫
り
込
み
、
本
物
そ
っ
く
り
に
彩
色
す

る
な
ど
し
て
、
命
を
吹
き
込
む
仕
事
へ
と

進
ん
で
行
き
ま
す
。
お
楽
し
み
に
！

〝
い
ず
み
〞

〝
い
ず
み
〞

人
面
付
土
器

〝
い
ず
み
〞

〝
い
ず
み
〞

〝
い
ず
み
〞

⑤
修復中！

�
�
�
�
�
�
�
	

歴
史
民
俗
資
料
館　
�
　

－

１
４
５
０

５２

　解体・クリーニング　

　接合　

　補彩　

　レプリカ製作　

　充てん　
12月

作　業　工　程

※
こ
の
修
復
事
業
に
は（
財
）朝
日
新
聞
文
化
財

団
よ
り
助
成
を
受
け
て
い
ま
す

写
真
提
供
・
取
材
協
力�
府
中
工
房　

堀
江
武
史
氏

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�
�
	

�
�
�
�
�
�
�
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���������	
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�������
�������	
��

　来年度の子ども会を担う小学５年生５９人を対象
に、午前中は６班に分かれて飯ごう炊さんとカ
レーづくり、午後は様々なゲームをしました。あ
いにくの雨でしたが、参加した児童たちは天気に
負けず、元気いっぱいでした。「今日の経験を子ど
も会の仲間に教えたい」といった感想が多く寄せ
られました。これから子ども会のリーダーとして
大いに活躍してください！

�������	
��

��������
��������	
��
����������

　各小学校支部の代表１３チームが出場しました。
炎天下の大会となりましたが、各チームとも練習
の成果を発揮し、好ゲームが展開されました。

　優　勝　上村田子ども会（村田小学校支部）
　準優勝　若林子ども会（大宮西小学校支部）
　第３位　北小連合（大宮北小学校支部）
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�
�
�
�
�
�
�

　
「
二
十
四
輩
」と
い
う

言
葉
を
ご
存
知
で
し
ょ

う
か
。
浄
土
真
宗
の
門

徒
さ
ん
以
外
に
は
聞
き

な
れ
な
い
言
葉
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
浄
土
真
宗

の
開
祖 
親  
鸞 
に
直
接
教

し
ん 
ら
ん

え
を
受
け
た
弟
子
の
う

ち
の
二
十
四
人
を
指
し

ま
す
。
関
東
を
中
心
に

分
布
す
る
二
十
四
輩
の

う
ち
、
六
人
が
市
内
の

寺
院
を
開
い
た
と
さ
れ

て
い
る
の
で
す
。

　

鎌
倉
時
代
、
師
の 
法  
然 
と
と
も
に 
専  
修 

ほ
う 
ね
ん 

せ
ん 
じ
ゅ

 
念  
仏 
を
広
め
た
親
鸞
（
一
一
七
三 －

一
二

ね
ん 
ぶ
つ

六
二
）
は
弾
圧
を
受
け
な
が
ら
も
布
教
を

続
け
、
常
陸
国
で
二
十
年
あ
ま
り
を
過
ご

し
ま
し
た
。
親
鸞
の
弟
子
た
ち
は
、
は
じ

め
親
鸞
の
居
所
近
く
に
集
い
活
動
し
て
い

ま
し
た
が
、
の
ち
に
各
地
に
散
ら
ば
っ
て

門
徒
衆
を
形
成
し
て
い
き
ま
す
。
こ
の
う

ち
、
主
な
高
弟
は
「
六
老
僧
」
と
「
二
十

四
輩
」
と
し
て
史
料
に
現
れ
ま
す
。
六
老

僧
は
、
武
蔵
国
の 
阿  
佐  
布  
門  
徒 
（
東
京
都

あ 

ざ 

ぶ 
も
ん 
と

港
区
元
麻
布
を
中
心
と
す
る
門
徒
衆
）
や

荒
木
門
徒
（
埼
玉
県
行
田
市
を
中
心
と
す

る
門
徒
衆
）の
基
礎
を
築
く 
明 
み
ょ
う 
光 
や
こ
う

 
了 
り
ょ
う 
海 
、
か
い

常
陸
下
妻
の
出
身
で
光
明
寺
を
開
基
（
寺

を
開
く
こ
と
）
す
る 
明 
み
ょ
う 
空 
な
ど
の
六
人
の

く
う

高
弟
で
、
親
鸞
に
早
く
か
ら
つ
き
従
っ
た

長
老
格
の
弟
子
た
ち
で
す
。

が
継
ぐ
こ
と
に
し
た
の
で
す
。
そ
の
後
、

戦
国
期
を
経
て
徳
川
家
康
に
よ
り
本
願
寺

は
分
立
さ
れ
、
十
二
世 
教 
き
ょ
う 
如 
が
現
在
の
東

に
ょ

本
願
寺
（
真
宗
大
谷
派
本
山
）
を
、
同
じ

く
十
二
世 
准 
じ
ゅ
ん 
如 
が
現
在
の
西
本
願
寺
（
浄

に
ょ

土
真
宗
本
願
寺
派
本
山
）
を
継
承
し
ま
し

た
。

　

そ
の
よ
う
な
真
宗
教
団
の
激
動
の
歴
史

の
初
期
、
親
鸞
没
後
に
、
子
孫
と
門
弟
た

ち
と
の
間
に
確
執
が
生
ま
れ
つ
つ
あ
り
ま

し
た
。
覚
如
は
世
代
が
変
わ
っ
て
い
く
な

か
で
子
孫
と
門
弟
を
つ
な
ぐ
求
心
力
と
な

る
べ
く
、
顕
彰
の
意
味
も
込
め
て
二
十
四

輩
を
選
定
し
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

次
号
で
は
市
内
に
あ
る
二
十
四
輩
寺
院

と
そ
れ
を
開
い
た
人
物
に
つ
い
て
ご
紹
介

し
ま
す
。

※
資
料
館
で
は
三
月
十
一
日
ま
で
企
画
展

「
親
鸞
の
高
弟
た
ち－

常
陸
大
宮
の
二

十
四
輩－

」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

歴
史
民
俗
資
料
館
大
宮
館　

�
　

－

１
４
５
０

５２
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よ 
は
い

　

一
方
、
二
十
四
輩
も
親
鸞
に
直
接
教
え

を
受
け
た
二
十
四
人
の
重
要
な
弟
子
、
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
二
十
四
人
の
選
定

に
は
い
く
つ
か
の
説
が
あ
っ
て
、
一
番
有

力
な
の
は
、
親
鸞
が
決
め
た
も
の
で
は
な

く
親
鸞
の 
曾  
孫 
で
あ
る 
覚  
如 
が
選
定
し
た

そ
う 
そ
ん 

か
く 
に
ょ

と
い
う
説
で
す
。
二
十
四
輩
は
親
鸞
の
生

存
時
に
は
成
立
し
て
お
ら
ず
、
十
四
世
紀

の
前
半
頃
の
成
立
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
二
十
四
輩
の
弟
子
の
う
ち
、
選
定
時

に
生
存
し
て
い
た
の
は
わ
ず
か
で
し
た
。

覚
如
の
記
述
で
は
、「 
二 に 
十 
じ
ゅ
う 
余  
輩 
」（
二
十

よ 
は
い

人
余
り
）
と
い
う
表
記
で
し
た
が
、「
二
十

四
輩
」
と
変
化
し
て
い
っ
た
よ
う
で
す
。

こ
れ
ら
二
十
四
人
の
弟
子
の
氏
名
を
記
す

「 
二 に 
十 
じ
ゅ
う 
四  
輩 
よ 
は
い 
牒 
」
と
呼
ば
れ
る
古
文
書
も

ち
ょ
う

伝
わ
っ
て
い
ま
す
。
大
洗
町
願
入
寺
、
京

都
常
楽
寺
な
ど
三
点
が
現
存
し
て
い
て
、

願
入
寺
所
蔵
の
「
二
十
四
輩
牒
」
は
、
正

慶
元
年
（
一
三
三
二
）
の
年
記
が
あ
る
大

変
古
い
も
の
で
す
（
こ
の
年
記
を
疑
問
視

す
る
研
究
者
も
い
ま
す
）。

　

覚
如
が
二
十
四
輩
を
選
定
し
た
理
由

は
、
本
願
寺
教
団
確
立
の
た
め
（
今
井
雅

晴
『
親
鸞
の
家
族
と
門
弟
』
法
蔵
館
二
〇

〇
七
）
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
本
願
寺
は

も
と
も
と
親
鸞
の 
廟 
び
ょ
う 
堂 
（
墓
所
）
で
京
都

ど
う

 
東 ひがし 
山  
大  
谷 
に
あ
り
ま
し
た
。
覚
如
は
こ

や
ま 
お
お 
た
に

の
廟
堂
を
「
本
願
寺
」
と
名
付
け
る
と
と

も
に
、
本
願
寺
一
世
を
親
鸞
、
二
世
を
親

鸞
の
孫
の 
如  
信 
と
し
、
三
世
を
覚
如
自
ら

に
ょ 
し
ん

現在の寺院開 基番 号
報恩寺（東京都台東区）

性 信第 一 番
報恩寺（常総市豊岡町）
専修寺（栃木県真岡市）真 仏第 二 番
無量寿寺（鉾田市鳥栖）順 信第 三 番
無量寿寺（鉾田市下富田）

乗 念第 四 番
如来寺（石岡市柿岡）
弘徳寺（八千代町大路新地）

信 楽第 五 番
弘徳寺（神奈川県厚木市）
妙安寺（群馬県前橋市）

成 然第 六 番 妙安寺（境町一ノ谷）
妙安寺（坂東市みむら）
西念寺（坂東市辺田）

西 念第 七 番
長命寺（長野県長野市）
長命寺（千葉県野田市）
宗願寺（古河市中央町）
蓮生寺（福島県棚倉町）

證 性第 八 番
青蓮寺（常陸太田市東連地町）
東弘寺（常総市大房）善 性第 九 番
本誓寺（岩手県盛岡市）

是 信第 十 番
本誓寺（長野県長野市）
無為信寺（新潟県阿賀野市）

無 為 信第十一番
称念寺（宮城県仙台市）
善重寺（水戸市酒門町）

善 念第十二番
善徳寺（常陸大宮市鷲子）
慈願寺（栃木県那珂川町）

信 願第十三番 観専寺（栃木県宇都宮市）
慈願寺（栃木県那須烏山市）
阿弥陀寺（那珂市額田南郷）

定 信第十四番
願船寺（東海村石神外宿）
枕石寺（常陸太田市上河合町）入 西第十五番
寿命寺（常陸大宮市野口）穴沢の入信第十六番
照願寺（常陸大宮市鷲子）

念 信第十七番
照願寺（千葉県いすみ市）
常福寺（つくば市大曽根）八田の入信第十八番
上宮寺（那珂市本米崎）

明 法第十九番
法専寺（常陸大宮市東野）
常弘寺（常陸大宮市石沢）慈 善第二十番
浄光寺（ひたちなか市館山）唯 仏第二十一番
唯信寺（笠間市大田町）戸森の唯信第二十二番
信願寺（水戸市緑町）

幡谷の唯信第二十三番
覚念寺（日立市金沢町）
西光寺（常陸太田市谷河原町）

唯 円第二十四番
本泉寺（常陸大宮市野上）

�������	


▲親鸞像（法専寺）▲親鸞像（善徳寺）
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指令室　「はい１１９番です。火災ですか？救急ですか？」
通報者　「はやく、はやく来て！」
指令室　「どうしましたか？火災ですか？救急ですか？」
通報者　「いいからはやく来て！」
　　　　プーップーップーッ・・・

�������	
��
�
　１１９番を受信する通信指令員は、緊急通報を受理
した際、電話口で応急処置を的確に指導できるよ
う訓練されています。
　呼吸停止で直ちに死に至ると確認できたりけが
で大出血が続いたりしている場合、通報者に心肺
蘇生法や窒息の解除、止血法などの応急手当をお
願いすることがあります。

　日常と違う急激な容態の変化にパニックになっているのは誰しも同じです。‘あなたの大切
な人を救うため’にも、ぜひご協力をお願いします。

▲指令室

　この様な通報では事故の内容や状況、場所が分からないため、現場に駆けつけることができなく
なったり、遅れたりしてしまいます。そのようなことがおきないようにするため正しい１１９番の仕
方を紹介します。

慌てずに落ち着いて、「火災」なのか「救急」なのか「救助」なのかを伝える何が発生したか

住 所 が 分 か る 時 →「常陸大宮市○○、△△番地の（氏名）です」
住所が分からない時 →「□□の店の近くです」等目標物を伝える

発生場所を

・火災の場合【自分の安全を確保して】
　「○○が燃えています」
　何が燃えているのか、また初期消火・避難者・逃げ遅れ者の状況を伝える
・救急の場合【見たままの状況を】
　「○○の交通事故でけが人が△人います」
　「お店で人が突然倒れました。呼びかけに反応が無いようです」

状況を

電話をしているあなたの「名前」と「電話番号」を伝えるあなたの名前を

消防車・救急車が到着するまで初期消火、容態観察、応急処置をする
車両を現場まで誘導する

通報後

　通報後、指令室から電話をかけ直すことがありますので、電話を切ったあともできるだけ電
話を使用しないでください。また、携帯電話は、電源を切らないようお願いします。

●次のような症状があればすぐに救急車を呼んでください
　�心肺停止・呼吸困難・胸痛・大出血・腹部を強打また痛みが強く嘔吐や吐気がある場合
　�広範囲のやけど・頭を強打し意識状態が悪い場合・脊髄損傷の恐れや手足がまひしている場合
　�激しい腹痛・吐血や下血・骨折・長く続くけいれん等
●携帯電話から１１９番通報する場合の注意点
　電波の状況や受信アンテナの設置位置により、管轄の消防本部につながらない場合がありますの
で、市町村からはっきり教えてください。管轄の消防本部へ転送します。
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健  康
通  信
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不用品回収業者とのトラブルにご注意ください !!

▲違法業者が不法に投棄していった廃棄物 ▲ごみ集積所へ不法投棄された家電リサイクル品
※家電リサイクル品は販売店または指定取引場所で処理をしてください。

※薬の情報等を直接書き込んだり、調剤された薬が印字された
ラベルシールをはり付けたりすることができます。
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〒319－2292

茨城県常陸大宮市中富町3135－6

TEL  0295（52）1111 FAX  0295（53）6010

E-mail email＠city.hitachiomiya.lg.jp

U R L http://www.city.hitachiomiya.lg.jp/

マイナスカーボン・プリンティングシステムズ

1 0.77
（出典：林業白書）

高さ
22ｍ

直径
26cm

0021

24.75kgのCO2削減量とは
樹齢50年（高さ22ｍ・直径26cm）の杉の木約1.77本分が
1年間に吸収するCO２量に匹敵します。
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　昨年はいろいろな場所へ行き、
たくさんのイベントに参加しま
した！
　体が大きいひたまるは、狭いと
ころとスロープ（斜面）と階段
が苦手。そんな時いつも皆さん
がひたまるを支えてくれました。
　今年もまたよろしくお願いし
ます。

▲階段で
▲スロープで

▲エレベーターで

　１１月２７日、塩田地区で塩田ふるさと協議会（大
貫孝夫会長）、そば作りオーナー、お米作りオー
ナー等約１００人が参加して味覚祭が行われました。
　参加者は門松作りを体験。実際にやってみると
簡単にはいかず、縄の巻き方等で苦労している方
もいたようですが、地元の方に教わってミニ門松
を完成させました。さらに、杵での餅つきを体験。
つきあがった餅は昼食として出され、「つきたて
の餅はなめらかでおいしい」との声が聞かれまし
た。また、塩田そばの会（宇留野秋良会長）の方
が作った手打ちそばと地区の方が作った地元野菜
たっぷりのけんちん汁も用意され、採れたての秋
の味覚を堪能しました。

　１２月１１日、小祝区
在住の 星  加  夢  輝 さん

ほし か ゆめ き

が市内で地質調査
中、約１，６５０万年前に
生息した古代ゾウ
（ステゴロフォドン）
の 頭  蓋 化石を発見し

とう がい

ました。
　星加さんは水戸葵陵高校の２年生で、茨城県自
然博物館のジュニア学芸員として活動しています。
　国内での 頬 

きゅう

 骨 
こつ

 弓 （頬骨）発見は初めてとのこと。
きゅう

世界的にも貴重な資料と高い評価を得ています。

▲取材を受ける星加さん

▲ステゴロフォドン頭蓋。牙の長さは２６cm


